







(Prasαstα:pad.α-bhaf}Yα) とも呼ばれている O しかしVSに対する注釈というよりも，
むしろ六句義説を中心とした体系的なヴァイシェーシカの著作であると言える o VS 
が積極的に取り扱わなかった問題も幾っか見出し得る。世界の創造と帰滅も，それら









































1) ViziαnαgrαmSαnskrit Series， vol.iv， The Bha$)lα01 Prasαstαpadαtogether 
with the Nyayαhαndαli 01 Sridhαrα， Ed. by Vindhyesvari Prasad Dvivedin 
Benares 1895. p.48.ll.7・p.49.ll.17.
2) Erich Frauwallner， History 01 lndiαn Philosophy， Bibliogrαphyαnd notes. 
255. 


















極微 (param勾u)が実体として常住なるものとしてある (VS.4.1. 5および 7.1.
20) 3)。極微そのものは常住不変なものであるから それ自体は生成もしなければ消
滅もしなし、。しかし実体が実体を形成する (VS.1. 1. 8)。すなわち極微としての実体
が結合することによって結果としての実体を形成するのである。結合は如何にして可
能であるか。結合分離は業(運動)によってもたらされる (VS.1. 1. 19)。その極





3) V8は Vαise$ikαsutrα0/K，α1Jadαwith the Commentαry 0/ Cαndr加 αndα.，












agner iirdhvajvalanam vayos tiryakpavanam 


























































adyam iti sargadyakalinam ity artha}:l tada nodanabhighatadinam abhavat 
4) OOS. No.136， p.42. 
5) VSが性質として17を数えているのに対してPDhSはそれに 7つの性質を追加して24の性
質を掲げている。その 7の中にadrstaがある。追加された性質は実際には 6しか読み取る
ことができない。このことに関して，ニヤーヤカンダリーは， adr~taをdharma と adharma
の二性質と理解すべきであると示している。
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paramaがmam s~E?tyãdau dvya:rl.Ukajanakasamyogarambhakam samhare ca 
dvyanukaram bhakasamyoga virodhi vi bhagaram bhakam ca karmadJ;'E?takari-




である。二微果 CdvyaI).uka) という表言は PD九S'の影響を受けてのものであると考
えられるが adr:1?taとアートマンの関係等には触れていなし」したがって adyamの
理解に関しては，原初の世界形成時とも理解できるかも知れなし」
ところで，PDhSはKarmaprakara早aにおいて VS.5. 2. 14 の ad~~いを取り上げて
いる O
evam anyad api mahãbhüte~u yatpratyak~ãnumãnãbhyãm anupalabhyama-
nakaraI).am upakarapakarasamartham ca bhavati tad apy adJ;'~takãritam / 
yatha sargadav aI).ukarma agnivayivor uradhvatiryaggamane .・・・・・ 8)
この章において，運動が分類されて示されている O アートマンに支配され
る意識的運動と無意識的運動 CãtmãdhiE?thite~u satpratyayam asatpratyayam ca 
karman) 9) とアートマンに支配されない無意識的運動とに分類され adr:1?taによる
運動は後者の中で述べられているO ここにも，世界創造の初めの anuの運動が adrsta
6) VIαisec;ikαsutropαskarα01 Sri Sα幼 αrα Mi針α，with the Prak品 ikaHindi com-
mentαry by AcaryαDhu，!cjhirajαSastri， ed by NarayaI).a Misra. KSS. 195. 
2nd.1969. p.318. 
7) VIαisec;ikαdαrsαnα01 K，αTJadα. withαnαnonymous commentαry， edited by 
Prof. Anantalal Thakur. published by the Director， Mithila Institute of Post-
Graduate Studies and Research in Sanskrit Learning， Darbhanga 1957. p.54. 
8) PDh丘 p.309.ll.10-15 
9) PDh丘 p.303.l.1. 




ンに支配されない外界の四大元素における運動 (anadhi~thite号u 凶 hye号ucatur号u




sarirendriyamahabhutopani bandhakanam sarva tmaga tanam adI;~tanã出 ηtti­
nirodhe sa ti 11)... 
が帰滅の時であり，
sarvãtmagatavてttilabdhãdI;~φpek~ebhyas tatsamyogebhyas 12)…… 
が創造の場合の adrstaであるO すなわち，身体と感官と粗大元素とを造っているも







ヴァイシェーシカにおいては，意とアートマンは地 (pてthivi) ・水 (ap) ・火
(tejas) ・風 (vayu) ・虚空 (akasa) ・時間 (kala) ・方角 (dis) とならんで実
体であるとされている (VS.1.1.4)。そして実体 (dravya)は「運動と性質とを有し，
和合因 (samavayi-karaIfa)であることが実体の特質であるJ(VS.1.1.14) と定義さ
10) PDhS. p.303. l.2. 
11) PDhS. p.48. ll.5-6 
12) PDhS. p.48. ll.14-15. 
13) NKはupani bandhakaをarambhakaとし，Vyomαuαt"iはutpattisthitihetuとして
いる。尚，Vyomαuαtiは，The Prasαstαpadαbha$yαm 01 Prα旬 stαdevacaryα
with commentαries (up to drαvyα). Sukti by J，αgαdisαTαrkalαカkarα.Setu by 
PαdmαnabhαMisrα，αnd Vyomαvαti by Vyomαsivacαryα(to the end). Ed. by 








VS. 5. 2.14はさらに意の最初の運動もまた adrstaによると説いている。そしてアー
トマンの運動に関しては，





rpa早aであるO 別の身体と結合することが upasarpa平aである J14)と意の運動として
解釈しているo UpaskaraもThakurも同様であるO
意に関しては，実体であり常住である CVS.3. 2. 2)。しかも意は各人の身体の内に
1つのみ存在する CVS.3. 2. 3)。そしてそれは原子大のものである CVS.7.1. 30)0 
アートマンと感官と対象が接触した場合でも，意がそこに働かなければ認識が成立し












14) GOS. No.136， p.43 maral)akale purvasarirad manaso nil).saral)am apasa-rpam. 
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結合，その他の結果との結合は adrstaによること CVS. 5. 2. 19)。
その他のアートマン15)の運動は身体の運動によって説明されたこと CVS.5. 2.18)0 
adrstaが存在しない時，アートマンの未来の身体との結合がなく，それが解脱で




















「ヴァイシェーシカにおける生死についてJr日本悌教学会年報』第46号， pp .460-462. 
17) akasakaladigatmanarh saty api darvyabhave ni与kriyatvarh samanyadivad 
murtatvat / PDhS. p.308. 
18) apasarpaI).opasarpaI).avacanat sarhyogavibhagau / PDhS. p.89. 












<見えない>を意味する adrstaは VS.2. 1. 10， 2.2.20， 6.2.1， 6.2.2， 8. 13に
見られるo
VS.2. 1. 10は風が見えない証相(adr:1?taliIlga)をもつことを説く o VS.2. 2. 20は
U本には欠けているが，その前のスートラから，認識に関する疑惑 (sa血saya)が問
題とされ， “drstam adrstam" I見られるものか，見られないものか」という疑惑





6.2.1はC本， T本の両本と U本とでは理解が異なる O すなわち，
C.T本:dr:1?tana出 dr:1?taprayojanana出 d明φbhaveprayogo'bhyudayãya~ 
U本:dr:1?tadr:1?taprayojananam dr:1?tabhave prayojamam abhyudayãya~ 




21) 金倉園照「勝論のAd:P?~aについてJ ( r鈴木学術財団研究年報J1968'" 1970. pp. 5-7. 
1971. pp.5-19J 
山田恭道「ワてィシェーシカのアドリシュタ説J( r印度学仏教学研究」第 3巻，第 2号，昭
和30年， p.124) 
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であるが， U本の釈によれば，見える果報とは農耕や商売におけるものであり，見え










<見えない力あるいは働き>を意味すると理解できるのは，VS. 5. 1. 15， 5.2.2， 
5.2.4， 5.2.8， 5.2.14， 5.2.19， 6.2.15に見られる adrstaであるo VSでは意志的
努力，結合，衝撃，重さなどによって運動が生ぜられるとされている O しかし，それ
らによらない運動が adrstaによるとされている場合があるo VS. 5.1. 15は「宝珠の










い力>によって起こると捉えられていたのである25)。次に VS.5. 2. 4では水の落下運
動を述べ，それは，他の物体との結合のない時には重さそのものによって起こるとし
た後， Iそれとは異なる運動は adrstaによって生じる」とするのがスートラの意味で
22) drstesu bhavadrstesv abhavat. 
23) maI)igamanam sucyabhisarpaI).am ity ad:c執akaritaI)i / U本ではityがなく，ま
た adrstakaranamとなっている。 T本では5.1.13.
24) tad visesenadrst akaritam. T本に欠く。








VS. 5. 2. 8は「木における水の上昇は adrstaによって起こるJ27)とする O 木の根の
吸水や細管現象や浸透圧のことを言うのであろうが，<見えない力>によって起こる
と捉えられていた。 VS.5.2.14に関しては極微と意の運動を考察する際に取り上げ
てきた。火の燃え上がることと風の横に吹くことも adrstaによるとされている O そ
れらは火と風の性質のようにも考えられるが，<見えない力>による運動とされてい
るo VS. 5.2.19は前節に触れた通りである O
VS. 6. 2. 15は，その前のスートラとの内容的つながりによって，貧欲の生起につい
て述べていることが理解できるO そして adrstaからも貧欲の生起のあることを説い
たものである28)。この場合の adrstaは貧欲をもたらすものであるから，人間の心の
働きに関係するo dharma， adharmaと関わりを持ち得る唯一の用例と言えよう O
以上，VSにおいて adrstaの語の用例を簡単に要約してみた。なお，これら以外に
adrstaに関係するものとして 5.2.20があるO それは，
tadabhave somyogιbhavo， pradurbhav叫 samak~alf/ 
〔それが存在しない時には，結合がなく，現われることがなし1。それが解脱であ
る〕
と説く o tadは前のスートラとの文脈からして adrstaである o Cの釈には「このよ
うな形の，無始以来の脱出等の因である adr:1?いがない時には生存 (jiva)と言われる
アートマンと意との結合は存在しなし、。そして他の身体の現われることもない。これ
が解脱であるJ29) とされている。ただし， Cの釈は前のスートラにあるapasarp叫 a，
upasarpa加を意の運動としていることに注意しなければならなし1。既に述べてきた
ように，元来これはアートマンの運動と見倣すべきであるから，ここに言う結合は
26) sasyana出 sam~ddhaye vinasaya va sarvajananam adn;t.ena janita血
patanakarma adr科akaritamucyate / 
27) vrksabhisarpaI).am ity ad:cs;t.akaritam / T本では5.2.6.
28) adrstat /短か過ぎて，前スートラからの文脈によってしか理解できなし、。
29) evam rupasyanady apasarpaI).adi nimittasyad:c引asyabhave jivanakhyasya-
tmamanaqsamyogasyabhavo 'nyasya ca sarirasyapradurbhavo yaq sa mok号aq/
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アートマンと身体との結合を意味するものと解する。 uの釈はさらに複雑なものとなっ
ているが，既に dharma，adharmaを用いてのものである O






ものと考えられる O それには他学派の影響もあるのであろう O しかし体系化にともな










である O むしろ逆に，それらの注釈がPDhSによって説かれた思想によって VSに対
する注釈を施していると考えられるからである O
プラシャスタパーダは PDhSを著わすについて， Padartha (句義)説をその中心






30) 服部正明「古典ニヤーヤ学派のアートマン論とその背景J( r哲学研究』第43巻，第 6冊，
京都哲学会，昭和41年 9月30日)参照。
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かえないわけである O しかし adrstaは結局アートマンの性質とされたのである O
31) 拙論， rVaisesikasutraとPrasastapadaJ( r仏教学会紀要』創刊号，悌教大学仏教学
会，平成5年 3月， p.31) 
32) r運動」は句義としての意味を表わす。以下 「実体Jr性質」も同じ意。















行は潜勢力であるから<見えないもの>である。しかも運動に関わっている o vs 
に行を求めてみると， 5.1.17，5.1.18， 9.22， 9.25に見ることができる o 5. 1. 17と
5. 1. 18は運動に関して説く節にあるo 5. 1. 17は，
nodanad adyam i?ol). karma karmakaritac ca samskarad uttaram 










































rupãdinã血 guq.ana血 sarve~ã出 guq.atvãbhisambandho dravy訴ritatvarn
33) U本では， avidyaはviparyayaであるとされる。 C本もおおよそこれに近い意味にとっ
ている。













あったと考えられる。 PDhSの注釈書である Nyayakandα五 (NK)35)， Kiranauau 
(Kir) 36) ， Vyomαuαti (Vyo)は自在神導入のいきさつについては語ってくれない。
それらは既に自在神の存在が当然、のものであるとの立場から註釈を与えるからであるO
NKの如きは，世界の帰滅と創造を釈する箇所で，その冒頭に，
utpattimanti catvari dravyal).y akhyaya vistar批/











34) PDh8. p.94， l.6-7. 
35) 注1)に同じ。
36) PrαSαstα:padαbha$Yαm with commentαry Kirαがuαli01 Udαyαnacaryα. Ed. 
by Jitendra S. Jetly. Baroda. 008. No.154. 

























きる O われわれの原典は， Iその百年が終る時」というのであるから，ブラフマンの
一生の終る時ということになる O この時の帰滅はマハープララヤ (Mahapralaya) 
と呼ばれ，宇宙の最終時における完全な消滅のことであり，要素の消滅をその内容と
している。そして，すべてのものが一神に帰すとされるのがこの帰滅である。
38) Kir.の記述は少し異っているようである。 NK.はP.50の下欄に Kir.の原文を記してい
るので比較するに便利であるO 尚，本多恵著『ヴァイシェーシカ哲学体系Jp.543. 訳注51)
参照。
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性質となった adrstaは，自在神の意欲によって、活動を停止すると説かれる O 停止
することによって存在が消滅してゆくわけであるから，逆に考えると，存在が持続し


















40) 同上， p.81. 
41) tasmin saty anagatanam sarirendriyamahabhutanam anutpattil). utpannanam 
ca rinasartham maheSvarecchatmaI).usamyogebhyal). karmaI).I jayante. NK. p.51. 
ll.7-8. 
42) 計算すると， 311，040，000，000，000年となるようである。
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次に続くブラフマンの卵の説はふたたび創造神話の採用ということとなる。人間に
関して言うならば，ヴァイシェーシカ説からすると，身体，感官等は実体の中，四大
の形成によるところであり，生命現象は意とアートマンの身体への侵入結合というこ
とで説明し得たはずである O これまた自在神を認めたことにより，神の創造とせざる
を得なくなった結果である。これらのことが，vsから PD九Sへの過程においてなさ
れたことであるのか，プラシャスタパーダの独自の思考に基づいたのかは別として，
ヴァイシェーシカ派の安易な妥協と言わざるを得ないであろう O
おわりに
帰滅と創造の説を見る限りにおいて ヴァイシェーシカ派が本来の無神論的な形成
説から自在神を認め創造説へと転換してきたことは明確である。この派が純粋に原
子説に基づく積集説に徹底して展開してきたと考えた場合インド思想として重要な
課題，すなわち解脱の問題，輪廻の問題等に如何に対処でき得ていたか疑問でもある。
